
索引訂正表 『大学 1 年生のための伝わるレポートの書き方』 

1 

 

訂正情報 

 

 

 

 

『大学 1 年生のためのレポートの書き方』 

（都筑学／著，2016 年 4 月刊，ISBN 978-4-641-17420-7） 

 

 

 本書の索引（主に本文第 6 章以降の該当箇所）に誤りがありました。 

お詫びして訂正いたします。 

訂正内容は次ページより赤字で示すとおりです。 
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■索  引 

 

●あ 行 

アイディア  15, 60, 81, 145 

アウトプット  51, 52, 60, 72 

アウトライン機能  79 

厚い記述  109, 110 

閾 値  18-20 

一義的な解釈  125 

一文一義  126, 127 

一文の字数制約  126 

イラスト  138, 139 

因果関係  93 

インデックス  48 

インプット  50-52, 60-62, 72 

インプットなくしてアウトプットなし  

49 

引 用  120 

引用文献  45 

ウサギとカモ  13 

オムニバスのレポート  76 

オリジナリティ  68, 69, 71 

終わりは始まり  152, 155 

●か 行 

概 念  39, 65, 66 

科学的知見  32 

書く材料  82 

学術用語  50 

学問的な知識  7 

学問の入口  17 

学問の神髄  155 

課題の意味  4, 6 

間接引用  121 

感 想  142 

起承転結  89, 90 

行替え  128, 129 

興味関心  14, 15, 20, 24, 36 

キーワード  54, 55, 60, 71, 144 

空間軸  110, 111, 112 

区切り  128 

計画性  86 

KJ 法  60-62, 78 

原因と結果  94 

語 彙  42 

校閲機能  153 

講演会  21 

構 成  143 

誤 植  27 

5W1H  122 

コピー＆ペースト（コピペ）  132 

誤 訳  27 

コンセプト  63, 70 

●さ 行 

参考文献  45 

時間軸  110-112 



索引訂正表 『大学 1 年生のための伝わるレポートの書き方』 

3 

 

時間配分  87 

思考プロセス  36, 37 

事実を客観的に伝える  105 

辞 書  42 

字数制約  127 

自分とのかかわり  147 

写 真  84, 138, 139 

情報の取捨選択  46 

情報不足  98 

書 式  139 

書誌情報  44 

審美眼  33, 34, 36, 48 

シンポジウム  22 

真 理  26-28 

『心理学論文の書き方』  144 

推 敲  116, 117 

推 論  94 

数 値  105 

スケジュール  87, 149-151 

図 表  88, 135, 136, 138 

精 読  34-35 

接続詞  98, 99, 129 

セレンディピティ  18 

先行研究  95-97, 99, 100, 119-121 

前後読み  35, 53 

全体と部分  91 

相 関  94 

素材の重要性  83 

●た 行 

大学での学び  155 

大学図書館  45 

対 象  70 

タイトル  69, 70, 107, 108 

単 位  148 

短期記憶  23 

段落同士の関係  129 

段落の区切り  129, 133 

知的好奇心  14, 15 

直接引用  121 

積ん読  36 

体 裁  141 

ディスカッション  21 

手書き  131, 132, 143, 144 

テクニカルターム  50 

データ  85 

テーマ  87, 110 

テーマを知らない人  110 

問いの意味  3 

統計資料  85 

独自性  68, 71 

読 書  52, 53 

読書感想文  4 

図書館  43 

途中から読み  35 

●な 行 

内発的動機づけ  147 

内 包  39 

内 容  71 

苦手意識  156 

似たような概念  65, 66 

人間の認識  26 

ネット検索  43, 54 
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●は 行 

俳 句  124, 125 

パラパラ読み  35, 53 

ピア・リーディング  106, 153 

鼻行類  31, 32 

批判的思考  38 

剽 窃  64, 119-121 

不得意分野  153, 154 

プロット  77, 79, 80-82, 85, 87, 91 

文献情報  54, 55 

文章力  133 

方 法  70 

本の書き手との対話  5 

翻訳書  28 

●ま 行 

まとめ  143 

見出し  82, 91 

見出しの役割  129 

耳学問  20, 22 

無断借用  119, 120 

迷 信  28 

メタ認知  24, 37, 38, 81, 115 

メモを取る  22-24 

網羅的な態度  113 

目 次  142 

問題意識  66 

●や 行 

要 約  67-69, 107, 108, 142 

読んだ論文の数  113 

●ら 行 

乱 読  53 

理 解  113 

理論体系  66, 67 

レイアウト  141 

レビュー論文  99-101 

レポート 

 ――の印象  140, 141 

 ――の核心  63 

 ――の質  112, 113 

 ――の筋  77 

 ――の筋立て  120 

 ――の全体  115 

 ――の体裁  140, 141 

 ――の提出期限  86 

 ――の深み  111 

 ――の分量  83, 87 

 ――の本質  140 

 ――の読み手  8 

 ――の論理  93-94 

 ――を読み返す  107 

練 習  154-156 

論文のセールスポイント  67 

論理の飛躍  97, 99 

●わ 行 

ワープロ  133 

ワープロ・ソフト  79 

 ――のアウトライン機能  144 

 ――の校閲機能  114 


